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第第７７章章  青青少少年年のの意意識識  
  

１１  青青少少年年のの意意識識にに関関すするる調調査査ににつついいてて  

  県の施策を推進し、県民の自主的活動の有効な展開を図るためには、青少年問題に関する県民の理解と市

町村等関係機関の協力が必要である。 
  このため、県では、青森県青少年健全育成条例に基づく青少年行政基礎調査事業の一つとして「青少年の

意識に関する調査」を隔年で実施し、その結果を県民に明らかにするとともに、市町村等関係機関に情報提

供している。 
 
（１）調査の目的 

本県における青少年の意識や行動を把握して、青少年に関する施策の総合的な推進のための基礎資料

を得るとともに、調査結果を広く県民に紹介することにより、青少年の健全育成に対する理解と協力を得

る。 

（２）調査の方法 

質問紙とインターネットの併用による無記名調査 

（３）調査の対象 

県内の小学校６年生     384人（16 校） 

県内の中学校２年生     380人（16 校） 

県内の高等学校２年生    354人（12 校） 

合 計           1,118 人（44校） 

（４）調査の実施期間 

令和４年８月から令和４年９月まで 

（５）調査項目 

① 地域のこと 

② 学校のこと 

③ 家族・家庭のこと 

④ 自分のこと 

⑤ 新型コロナウイルス感染症流行下の心の状態 

⑥ メディア・コミュニケーションのこと 

⑦ 読書のこと 

⑧ 世の中のこと 

⑨ 就労に関する意識 

⑩ 社会の価値観の変化に対する意識 

(６)  調査実施主体 

青森県環境生活部 青少年・男女共同参画課 
(７)  調査の監修 

     弘前大学教育学部 教授 田名場 忍 氏 
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２２  結結果果概概要要（（単単純純集集計計））  

(1)  地域のこと 

自分が住んでいる地域が好きかどうか尋ねたところ、全体では、91.5％が「好き」「どちらかといえ

ば好き」と回答している。 

 

第 1-7-1図 住んでいる地域への評価（Ｎ＝1,118） 

 
 

(2)  学校のこと 

学校生活が楽しいかどうか尋ねたところ、全体では、91.8 ％が「楽しい」「どちらかといえば楽しい」

と回答している。 

 

第 1-7-2図 学校生活への満足度（Ｎ＝1,116） 
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(3)  家族・家庭のこと 

家族・家庭が安心できる存在・場所かどうか尋ねたところ、全体では、97.7 ％が「安心できる存在・

場所だ」「まあまあ安心できる存在・場所だ」と回答している。 

 

第 1-7-3図 家族・家庭への評価（Ｎ＝1,117） 

 

 

（経年変化） 

「安心できる存在・場所だ」「まあまあ安心できる存在・場所だ」について、過去の調査と比較すると、

やや増加している。 

 

第 1-7-4図 家族・家庭への評価（経年変化） 
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 (4)  自分のこと 

ア 自己への評価 

自分のことが好きかどうか尋ねたところ、全体では、67.4％が自分のことを「好き」「どちらかとい

えば好き」と回答している。 

 

第 1-7-5図 自己への評価（Ｎ＝1,114） 

 
 

（経年変化） 

「好き」「どちらかといえば好き」については、平成 24 年度以外は 60％前後で推移しているが、令和４

年度は、令和２年度から５ポイント増加して 67.4％となっている。 

 

第 1-7-6図 自己への評価（経年変化） 
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イ 家族や社会への関わりについて 

世の中の役に立っていると感じるかについて尋ねたところ、「ややそう思う」が 41.8％で最も高い。

「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた『そう思う』は、61.2％となっている。 

 

第 1-7-7図 自分は社会の役に立っているか（Ｎ＝1,116） 

 

 
ウ 居心地のいい場所 

居心地のいい場所について尋ねたところ、「自分の部屋」が 78.1％で最も高く、以下、「家庭（親族

の家を含む）」（58.6％）、「インターネット空間」（27.1％）の順となっている。 

 

第 1-7-8図 居心地のいい場所（Ｎ＝1,116） 
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エ 悩みごと 

  悩みごとについて尋ねたところ、「勉強、成績のこと」が 51.7％で最も高く、以下、「将来のこと」

（44.6％）、「進学のこと」（37.7％）の順となっている。 

 

第 1-7-9図 悩みごとについて（Ｎ＝1,115） 
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オ 悩みごとの相談相手 

  いろいろなことを相談する相手は誰かについて尋ねたところ、「お母さん」が 35.4％で最も高く、以

下、「友だち」（33.6％）、「誰にも相談しない」（13.5％）の順となっている。 

 

第 1-7-10 図 いろいろなことの相談相手（Ｎ＝1,069） 
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（5） 新型コロナウイルス感染症流行下の心の状態 

最近の心の状態について尋ねたところ、「どれもあてはまらない」が 37.4％で最も高く、以下、「集

中できない」（24.2％）、「コロナのことを考えるといやな気持になる」（20.0％）の順となっている。 

 

第 1-7-11 図 最近 1か月の心の状態（Ｎ＝1,107） 
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(6)  メディア・コミュニケーションのこと 

ア 友だちとのコミュニケーション方法 

友だちとのコミュニケーション方法について尋ねたところ、「直接会って話をする」が 64.2％で最も

高く、以下、「SNS を利用する」（17.2％）、「メールをする」（10.1％）の順となっている。 

 

第 1-7-12 図 友達とのコミュニケーション方法（Ｎ＝1,103） 

 
 

 

イ インターネットの利用時間 

インターネットの利用時間を尋ねたところ、「２時間～３時間未満」が 23.9％で最も高く、以下「１

時間～２時間未満」（22.4％）、「３時間～４時間未満」（18.9％）の順となっている。 

 

第 1-7-13 図 インターネットの利用時間（Ｎ＝1,065） 
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ウ インターネット利用の悪影響 

インターネットにのめりこんで、勉強に集中できなかったり、睡眠不足になったりしたことがあるか

どうか尋ねたところ、「ない」が 43.9％と最も高い一方、「ある」「ときどきある」を合わせると 56.1％

と半数を超えている。 

 

第 1-7-14 図 インターネット利用の悪影響（Ｎ＝1,057） 

 

 

エ 家庭でのインターネット利用ルール 

家庭でのインターネット利用のルールを尋ねたところ、「利用する時間を決めている」が 35.7％で

最も高く、以下、「ゲームやアプリの利用料金の上限や課金の利用方法を決めている」（34.7％）、「困

ったときはすぐに保護者に相談するように決めている」（31.9％）の順となっている。 

 

第 1-7-15 図 家庭でのインターネット利用ルール（Ｎ＝1,111） 
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(6) 読書のこと 

読書が好きか尋ねたところ、「どちらかといえば好き」が 34.7％と最も高い。「好き」「どちらかと

いえば好き」を合わせた『好き』は、65.1％となっている。 

 

第 1-7-16 図 読書への評価（Ｎ＝1,117） 

 
 
(7) 世の中のこと 

世の中の出来事について家族や友だちなどと話をすることはあるか尋ねたところ、「ときどき話をする」

が 38.8％で最も高い。「よく話をする」と「ときどき話をする」を合わせた『話をする』は 53.7％とな

っている。 

 

第 1-7-17 図 世の中の出来事についての会話（Ｎ＝1,114） 
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(8) 就労に関する意識 

将来したい仕事やつきたい職業があるかどうかを尋ねたところ、「ある」が 75.0％となっており、「な

い」（25.0％）よりも 50.0 ポイント高い。 

 

第 1-7-18 図 将来の就労意識（Ｎ＝1,116） 

 

 

 

(9) 社会の価値観の変化に対する意識 

 男の人も女の人と同じように、家事や育児や介護をするべきかどうか尋ねたところ、「そう思う」が

87.7％で最も高い。 

 

第 1-7-19 図 男性でも女性でも、家事や育児や介護をするべき（Ｎ＝1,114） 
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 男の人も女の人と同じように、家事や育児や介護をするべきかどうか尋ねたところ、「そう思う」が

87.7％で最も高い。 

 

第 1-7-19 図 男性でも女性でも、家事や育児や介護をするべき（Ｎ＝1,114） 
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３３  結結果果概概要要（（ククロロスス集集計計）） 

(1) 「居心地のいい場所の数」と「自己への評価」の関係 

居心地のいい場所の数が多い子どもは、自己肯定感が高い傾向にある。 

 

第 1-7-20 図 「居心地のいい場所の数」と「自己への評価」の関係 
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青森県の青少年の現状と今後 −「青少年の意識に関する調査（令和４年度）の分析から」− 

 

弘前大学教育学部 教授（青森県青少年健全育成審議会 会長） 田名場 忍 

 

青森県では、青少年の意識に関する調査を隔年で実施しています。最近は、令和４年度夏に小中高校生から回答

を得ております。令和４年度夏は、新型コロナウイルス感染症への3年にわたる対応が続けられており、令和４年

2月からのロシアによるウクライナ侵攻とそれを契機としたウクライナ各地での戦いが続いていました。このよう

な時期での調査回答でした。その後、令和５年５月には新型コロナウイルス感染症規制が緩和されました。しかし、

青少年を取りまく状況がおだやかになった、とは言えないように思います。ウクライナでの戦いが長期化し、さら

にパレスチナなどでの新たな争いで、毎日多数の尊い命が失われています。こうした世界的な緊張状態が長期化

し、それを背景にエネルギー資源や農産物などの流通が滞るようになってきました。新型コロナウイルス感染症対

策下で痛んできた日本経済ですが、さらに追い打ちをかけられるようにして、最近は物価の上昇が続いています。

このような状況の中、今を生きる青少年は、どういったことに苦しみ、悲しみ、そして喜び、成長しているのでし

ょうか。家計が厳しい親の苦労を察しながら、子どもたちは、何を思い、どういったことに耐えているのでしょう

か。冬の寒さの中，小さなストーブの心細い暖を年下の弟妹に譲る兄姉の思いはどのようなものでしょうか。本コ

ラムでは、青森県の令和４年度の青少年の意識に関する調査のうち「青少年の自尊心と他者への思いやり」と「コ

ミュニケーションに関する青少年の新たな課題」について、調査結果の概要を示しながら再度まとめることで、青

少年の現状を考え、今後に重要となる課題も探っていこうと思います。 

 

１ 青少年の自尊心と他者への思いやり 

  青少年期は、まさに誰もが自分自身について懸命に考え、身近な他者とのやりとりや比較を通じて、悩み、と

きに痛みも感じながら、これからの自分を模索していく時期といえます。ここでは、「自分のことが好きですか」

などといった青少年自身や青少年と社会との関わりなどについての質問の回答結果を取り上げ、青少年の自尊

心や他者への思いやりについて考えてみたいと思います。 

  まず、自尊心に直接関係する「自分のことが好きですか」という質問では、全体で「好き」という回答が23.1％、

「どちらかといえば好き」という回答が44.3％、総計で肯定的な回答が67.4％でした。令和2年調査総計（62.4％）、

平成30年調査総計（58.6％）と比較すると、少しずつですが増加しています。上級学校に進むにしたがって、

そして女子でより、自尊心が減衰していく傾向は例年通り認められますが、例年に比較して中学、高校生の自尊

心が高い結果となりました。 

また、「家族や社会の一員として世の中の役に立っていると感じることがありますか」という質問には、「そう

思う」「ややそう思う」という回答は、学校種別に小学生 64.6％、中学生 60.3％、高校生 58.5％と減少しなが

らも、半数以上の割合を保っており、総計で 61.2％と高い割合でした。今回の結果から、社会に貢献できてい

るという実感が減衰していく中高校生に、自尊心の下支えにもなる社会への貢献の実感（他者のために役立てた

自分の実感）につながる適切な役割を割りふることができるかが大切になると考えます。さらに一歩進めて、青

少年一人ひとりに適切な新たな役割を作り出せるかが、家族や教師といった青少年に身近な大人達はもちろん

ですが、地域の大人や自治体にも求められるのではないでしょうか。 

  悩み事の種類を尋ねた質問の回答結果から、上級学校に進むにしたがって抱える悩みの種類も数も増えてい

ることがわかります。こうした結果は、自尊心の低下とも関連しているようにも思えます。また、相談できる身

近な他者いるかとどうかといった課題とあわせて検討する必要があるでしょう。悩みの種類や数も重要な点で

はありますが、どのように悩んでいるのか、悩みを分かち合う信頼できる他者はいるのか、悩みの先に見つけて

－ 54 －

青森県子ども若者白書-本文04.indd   54青森県子ども若者白書-本文04.indd   54 2023/12/21   11:57:312023/12/21   11:57:31




